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校長室だより           
                                      第 14 号 

2026年3月24日 

 北海道立農業大学校校長の下堀（しもほり）です。 

 いつも、道立農大のホームページをご覧いただきありがとうございます。 

 今年度最後の「校長室だより」をお届けします。今回は、昨年の本別町民文芸「沖積土」に投稿

した「頌徳碑に刻まれる開拓のリーダーの驚くべき人物像」を一部改変してお届けします。今回も

文字が多くて恐縮ですが、お付き合い願います。 
 

１ 開拓を率いたリーダーの存在 
 昨年12月の校長室だより第８号で、「開拓の苦労から現代を考える」と題して、当時、現代では

考えられないほど貧しい食事、厳しい生活環境の中で、手作業による開墾が行われたことをお伝え

しました。 

 その厳しい開拓は、移住団を率いたリーダーの存在なしではあり得ませんでした。しかし、その

リーダーがどのような人物だったかは、町史など文献には掲載されておらず、どのような資料で調

べればよいか悩んでいたところ、灯台もと暗し、各地の石碑「頌徳(※１)碑」にその情報が刻まれて

いたことに気が付きました。（※１）「しょうとく」と読み、人の徳や功績をほめたたえるという意味 

 

２ 頌徳碑の解読 
 本別町内の石碑は、走ってほとんど訪問し、刻まれている文字を記録して残していました。しか

し、漢文で解読できないものが多かったのです。 

 どうしたもんかと悩み、ゆっくり走りながら試行錯誤していたところ、「そうだ！ＡＩ（人工知

能）に訳してもらおう！」と閃きました（※２）。家に戻ってパソコンでＡＩを用いて翻訳を試して

みたところ、漢文をわかりやすい現代文に訳すことができたのです。 
（※２）ゆっくり走ると脳の血の巡りが良くなり、いろいろ閃きます。 

 

【石碑に刻まれる漢文の例（勇足地区：東條牧拓翁）】 
翁名儀三郎、安政六年十一月十一日生干徳島県那賀郡立江村、資性温良剛健、夙在村長之要職、偶明治三十年、徳

島県選出代議士板東勘五郎等、得未開地三百艅萬坪干中務管理人、自阿波国那賀、海部、勝浦三郡、率百六十艅戸

而渡道、時方十勝開拓之頭緒而老樹鬱蒼生荊棘繁茂、路不開、乃翁以躬行先業、協力激励排幾多困難、遂能完此新

天地開拓之実、加之為渡道以来凋寒村外十三箇村総代人、常為公共儘悴、終始慈恵円満其徳洵宏大、因頌徳焉。 

昭和三年六月 北海道帝国大学総長正三位勲一等農学博士佐藤昌介題並撰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              実際の石碑の漢文→→→ 

 

 

 

 

 

  



2 

 

３ 町内四地区の開拓功労者の頌徳碑の概要 
 それでは、本別町内の各地区「仙美里」、「美里別」、「勇足」、「活込」を開拓した四人の頌徳碑に

ついて、ＡＩで現代文に訳した文章の概要を紹介させていただきます。 
仙美里地区 

鈴木勝太郎氏 

美里別地区 

幕内小太郎氏 

勇足地区 

東條牧拓氏 

活込地区 

荒深四郎氏 

    
 

（１）仙美里地区：鈴木勝太郎氏 
 碑文「翁（おきな）は安政四年（一八五七年）十月十四日に渡島国上磯郡木古内村に生まれた。

性格は穏やかで情に厚く、村の代表に推薦されるほど人望があり、公共のために尽くして大いに功

績を挙げた。 

 後に函館の農場主の依頼を受けて、明治三十一年（一八九八年）四月二十四日に農場の管理人と

して現地に移住した。そこは深い密林で熊も棲むような未開の地であったが、彼はそこに住み、小

作人を入植させて農業を奨励し、荒れ果てた土地を開拓していった。 

 その面積はおよそ千町歩に及び、居住する小作人は百戸以上となった。やがて鉄道も敷かれ、水

田の開発は百町歩以上に達し、学校・神社・寺院・道路・橋梁などが整備され、住民にとって理想

的な農村が築かれた。 

 彼はこの地の村の代表や村会議員など多数の公職に推挙され、どれも立派に務めあげた。その開

拓への功労により、多くの表彰も受けた。大正十四（一九二五年）九月十日、病気のために六十九

歳でこの世を去った 

 

（２）美里別地区：幕内小太郎氏 
 幕内小太郎は、安政六年（一八五九年）十一月に、福島県相馬郡飯舘村柏崎に生まれた。性格は

穏やかで誠実。若い頃から北海道の開拓を志し、明治三十二年（一八九九年）に土地の貸し付けを

受け、翌年の明治三十三年（一九〇〇年）三月、一家を伴って十勝国本別村に移住した。 

 その年、八十七戸の小作人も移住させた。当時の十勝はまだ鉄道も通っておらず、人口も少な

く、文明の恩恵はほとんど届いていなかった。森は鬱蒼と茂り、陽も届かず、地面は茨に覆われ、

熊が出没するような、言葉では言い表せないほどの困難な土地であった。 

 しかし、彼は堅忍不抜（我慢強く信念を曲げず）に努力を重ね、貧しさや苦労と戦いながら、二

十六年の歳月をかけてついに開拓を成し遂げた。これは、他の移住者の模範であるだけでなく、臆

病な者をも奮い立たせるような偉業であった。 

 また彼は公共心にも富み、以下のような多くの社会貢献を行った。美里別信用購買組合を設立

し、率先して二万円を出資してその基盤を固めた。美里別川東橋梁の建設に尽力し、交通の利便を

図った。女子教育機関の不足を嘆き、私財二千円を寄付して精華女学校を設立した。 

 中村神社の創設のために二千五百円を寄付し、神社設立に尽力した。他にも数えきれないほどの

奉仕活動を行った。役場の制度が整う前は村の総代を務め、町村制施行後は村会議員に選出され、

全村の発展に心血を注いだ。その功績は村民皆が認めるところであり、村人の誰ひとりとして彼の

徳を称えない者はいない。  
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（３）勇足地区：東條牧拓氏 
 儀三郎翁（牧拓）は、安政六年（一八五九年）十一月十一日、徳島県那賀郡立江村に生まれた。

生まれながらにして性格は温和で誠実、そして剛健な人物であった。若くして村長という要職に就

いた。明治三十年（一八九七年）、徳島県選出の衆議院議員である板東勘五郎らが北海道の未開地

三百万坪を手に入れた際、翁はその現地管理責任者となった。 

 そして徳島県の那賀郡・海部郡・勝浦郡から約百六十戸の移住者を率いて北海道に渡った。当時

の十勝地方は、開拓が始まったばかりで、古木が生い茂り、茨が地面を覆い、道路もなく未開の荒

野であった。翁は、自ら率先して事業にあたり、人々を励まし、数多くの困難を排して、ついには

この新天地の開拓を成し遂げた。  

 さらに、移住以来、自分の村だけでなく周辺十三村の総代人を務め、常に公共のために尽くし、

その慈しみ深さと円満な人柄は人々に深く敬われた。その徳は実に大きなものである。ここに、そ

の功徳を称えるものである。 

 

（４）活込地区：荒深四郎氏 
 荒深四郎翁は、福島県のかつての相馬藩士であった数馬翁の長男として生まれた。佐藤氏を妻と

し、三男二女をもうけた。長男は家に残って農業・牧畜に励み、父の家業を助けた。 

 翁が北海道に渡ったのは明治三十二年（一八九九年）四月。彼は同志約五十戸を率い、美里別に

移住した。当時、道路などはまったく整備されておらず、上下左右すべてに藪や茨が生い茂り、

狼・鹿・狐・熊などの獣が出没していた。 

 道といっても断崖絶壁のような山道しかなく、しかし翁は朝も夜も休まずに開墾に打ち込み、寝

食を忘れて懸命に努力した。その後少しずつ土地は開かれ、集落や商店が形成された。 

 同志たちも安心してその地に住むようになった。また、道路を切り開き、橋を架け、運送の便を

図り、村民の往来の不便を取り除き、小学校や神社の建設にも尽力し、あらゆる面で地域発展に貢

献した。日々奔走し、自らの家事を顧みず、村の統治を我がことのように思い尽力した。 

 翁は天性温厚で、寡黙・質素で飾り気がなく、人々と交わるにも淡々として飾らず、内面は透明

で正直、論理整然としており、公共心と仁慈に富み、時勢にも通じていた。 

 信じることは誠実に、正しく、恐れずに主張し、人の相談に対しても秘密を守りつつも心を開

き、誠実で信頼される人物であった。その明敏で鋭い見識を皆が敬い、村全体が彼を中心にまとま

り、まるで北極星に他の星々が向かうかのように、村人は彼を仰ぎ見ていた。 

 

５ 開拓のリーダに共通する驚くべき人徳と指導力 
 四人の開拓功労者に共通するのは、驚くべき人徳と指導力です。 

 温厚、温情、温和、誠実、剛健、円満、無私、寡黙、質素、正直、仁慈、明敏、信頼、公共心、

堅忍不抜等、人徳を備え、住民から敬われていました。一方、自分を振り返ると、いかに自分が利

己的で私利私欲まみれな人物だと痛感しているところです。 

 いずれの開拓功労者も江戸時代末期の武士階級の生まれが多く、寺子屋や藩校などで儒学を中心

とする教育を受け、忠義や礼儀、克己（こっき）などの価値観がたたきまれました。また、幕末の

激動の時代の中で幼少期を過ごし、国家の行く末や自分の役割について深く考えるようになり、強

い使命感と行動力が養われたものと推察されます。さらに剣術で体力も養われたでしょう。江戸時

代の武士への教育ってすごいですね。 

 そして、彼らは、厳しい移住地で、類い希なる指導力を発揮しました。どの功労者も数多くの移

住者を率いて、文明の恩恵が届いていない密林を開拓したのですから、とてつもない苦労があった

ものと推察されます。 

 移住者達の間には不平不満はあったでしょうが、開拓功労者は率先して事業にあたり、相談にも

誠実に心を開いて対応しました。荒翁の碑文にあるように、村全体が彼を中心にまとまり、「北極

星に他の星々が向かうかのように村人は彼を仰ぎ見る」までのリーダーシップがあったのです。 
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６ 道立農大は現代の開拓移住者を受入れ・育成 
 本別町のみならず北海道は、開拓功労者の指導力と移民団の開拓の御苦労の歴史の上に、基幹産

業を農業とする地域の姿があります。 

 しかし、現代の北海道は、人口と農家戸数が急速に減少し、農業従事者の高齢化が進んでいま

す。多くの方が北海道の基幹産業である農業の将来について不安視しており、農業の担い手の育成

が大きな課題となっています。 

 私どもの道立農大は、農業の担い手を育成する学校です。所属する学生の出身は十年ほど前まで

は、道内の農家子弟がほとんどでしたが、最近は、道外の非農家出身者（現在は全体の約三割）が

増えてきています。 

 それら道外出身者のほぼ全員が卒業後、北海道にそのまま残り、農業法人の従業員、または、農

協の職員、酪農へルパー組合、農業機械メーカーなど農業関連団体や企業に就職する方が多く、将

来的には道内での就農を目指しています。 

 このように、道立農大は、人口減少が進む北海道において、人数は少ないかもしれませんが、令

和の開拓移住者を受け入れ、育てているといっても過言ではありません。 

 

７ 道立農大の状況と方向性 
 道立農大では、学生にとって魅力ある学校となるよう、老朽化した施設・機械の整備に取り組ん

でいます。令和六年度には、男子寮の改修や一部教室と女子寮にエアコンを設置。令和七年度につ

いては、牛舎の改修や照明のＬＥＤ化を実施するとともに、ＧＰＳ付き自動操舵トラクター三台及

び農業用ドローンを導入しました。令和八年度も、スマート温室の導入やミルキングパーラーの整

備などの施設整備を予定しています。 

 道立農大としては、引き続き、施設・機械の整備のみならず、進展するスマート農業や環境保全

型農業などに対応しながら、カリキュラムや生活環境を充実するなど、農業を目指す若者が学びた

くなるような魅力ある農大づくりに努めていきます。 

 そして、道内外出身者ともに、より多くの学生を確保し、開拓功労者のような指導力に優れた農

業経営者を育成してまいりたいと考えています。 

 １月の校長室だよりで述べたように、就農するためには、道立農大が最適なキャリア形成の学び

舎です。農業を目指したい若者の皆様、是非、道立農業大学校への入校を御検討ください。 

 

 

追伸 

 私事で恐縮ですが、３月31日付けをもって役職定年となります。これまで本投稿を御覧いただ

きありがとうございました。 

 

 

 

 


